



霜 山 竜 一
発音器管としての声帯の振動に関しては古くから研究きれており， 声帯を2次元弾性体と考え， 、
れに有限要素法を適用したものもある。 しかし空気流の扱いが， 弾性体表面に働く力としており， 弾
性体と連成させたものではない。 本論文では自励振動のメ カニズムの解明に重点を置き， 流体を 非粘
性 ， 渦なし， 非圧縮の完全流体と仮定して単純化をはかり， 空間的には有限要素法、 時間的にはルン




コオロギ (G ryllus bima c ulat us )のコミュニケーションシステムに着目し， 発音行動の解発因子
としての， 視覚， 触角， 臭覚の役割を行動学的に調べた。 又， 音刺激， 触刺激に対する定位反応， 発
音に関与している神経系の 切断実験等を行った。 その結果， 発音行動を解発する刺激と ， それらの刺
激に対する主な感覚器の機能的役割について明らかにした。
磁界と磁化過程の有限要素シミュレーション







増 川 伸 二
本研究で対象としたものは， 円柱鉄心と円筒鉄心を同心配置し、 円筒状のエアギャップを作り， 底
部に励磁巻線を砲し， 商用周波数の単相交流で励磁して， エアギャップに非磁性の円筒の導電性リン
グを挿入して浮揚力を得る構造のものである。
この構造の浮揚システムについて， 磁気 回路・ 電気 回路の等価 変換理論を応用して， エアギャップ
の磁束の位相差， リングの浮揚高きと浮揚力， リングのす法の浮揚力の関係を解析し， 実験値と比較
した。
有限要素法による蝿牛モデルの応答計算
溝 口 忠 志
鍋牛は聴覚器管の一部で， 液体と膜から成る連成振動系と考えられ， 1つの空間的フィルタを構成
している。 本論文では単純化した嫡牛モデルについて有限要素法を用いて調和駆動に対する応答， 内






粟 山 佳 則
親水性高分子を 母体とし， 配位子との関連で分子内の N/ COOH比を 変化させた陽イオン用キレー
ト樹脂， 並びに陰イオン用キレート樹脂 ( K社新規開発 )の特性と吸着機構を検討し次の結果を得た。
(1) 中性範囲に極 大吸着特性を示す実用範囲の広い樹脂である。 (2)競走反応による陽イオン吸着順位は
Pb2+> Cu2+>A ピ孟 Cr3+> Cd2+> Zn 2+> Ni計> Co2+>Mg2+ である。 ( 3)陰イオン用はAu ( C N )i，
Ag ( C N )五などにすぐれた特性を示す。 (4)サイロサームへの適用は尚内部組成の検討を必要とする。
-77ー
Ur acil-6- sulfonamide誘導体の合成
小 幡 賢 一
2，4 ジメトキシ 6ー ピリミジンスルホンアミドをアセトン 中， K C NO及ぴイソシアン酸エチル
+炭酸 カリウムと反応させる ことにより， それぞれ2， 4ージメトキシ- 6ーピリミジンスルホニル尿素
及び その N' エチル誘導体に導いた。 それらの酸加水分解的脱メチル化によるウラシル類への 変換は
従来困難で、あったが， スルホラン 中， トリメチルヨウ化シラン処理により， 6ーウラシルスルホニル尿
素及び N- (6ーウラシルスルホニル )- N'ーエチル尿素が それぞれ合成きれた。
置換アゾキシベンゼンの強酸類との反応
西 村 武 臣
置換アゾキシベンゼンを無水酢酸 中で， p-トルエンスルホン酸と反応させると， o-{立 またはp- 位に
トシルオキ シ基の付 いた置換アゾベンゼンが生成した。 また， 置換基によっては， C- N 結合の
切断が起り， 例えば， 4， 4'ージアセチルオキシアゾキシベンゼンから， 1 - ア セチルオキシー4- トシ
ルオキシベンゼンと， 1， 4- ジアセチルオキシベンセ、ンが得られた。
〔金属工学専攻〕
プレパック・プレス法によるA卜AI203複合材について
加 納 義 範
AlとAl203の複合方法は種々あるが， 直接溶融金属を用いる場合， Al203粒子同志か精合して 大き
な塊となるし， 密度の差やJ疑問の際に溶融金属の表面張力によってAl203が排出きれるという困難があ
る。 そこで 本実験では， 一種の溶液浸透法であるプレパック ・ プレス法を用い， 鋳造法を工夫し， 約
30-40vol. % Al20 3のAI-AI203複合材の製造に成功し， 強度は最高 56.0kg/mmに達した。 また， 本試





と炭素の配合割合が1 : 5の場合， 大部分Fe-Mn炭化物が生成する。 MnO.Fe203 の炭素還元におけ
るM nO の還元段階では， 見かけの活性化エネルギー約49Kcal/mol が得られ， M nOとFe-Mn炭化物
の反応では， 見かけの活性化エネルギー約59Kcal/m o lが得られた。
溶媒抽出法の湿式製錬への応用
嶋 谷 宏 光
混合精鉱の湿式処理への溶媒抽出法の利用に関する研究の一環として， カルボン酸による硝酸塩溶





中 西 松 之
Cu 一10%Sn合金鋳物の振動特性に及ぽす Si，Sb ， Ni， Pb ， Mn， Al添加の影響を調べた結果次の
ようなことが認められた。
1 )振動数は，Si添加により増加， 一方Pb ， Mn， Al添加により減少を示した。




変態を持たないAl-Si系合金において，リング状試験片を用い， 要因を単純化し， 従来より， 鋳造
ひずみ発生の要因と言われてきた， 鋳造時の温度差と鋳型抵抗の果たす役割について再検討を行った。




藤 田 和 久
ヵースクロマトグラフを使用した流出力、ス分析装置により1，2000 C 付近までの温度領域で加 熱還元を
行った。 MnOは還元初期にMn7 C 3が生成し， 以後， MnO-Mn7 C3 間の反応により金属M nが生成する。
この場合の活性化エネルギーの値は， C 還元より小きな48.5Kcal m o lの値が得られた。 また， MnO' 
Fe?03 については， C 還元の場合の49Kcal/mol より小きな45Kcal /mol の値が得られた。 なお， Ni 
粉末を添加した場合， M nOの還元反応、はきらに速くなる。
NトAI合金の加工熱処理と格子定数変化について
松 長 正 治
Ni-6.3wt%， 7.5wt%Al合金を，6500 C近辺で時効および加工 熱処理を施し， その析出y'相の析
出過程を， X線による格子定数 変化， 回折線プロフィル， 硬度， 光顕，電顕観察で調べた結果，6.3%
Alと7.5%Alでは， 時効初期の析出形態にちがいがあると考えられ， 長時間σ時効のみでは， 母相と











精 広 清 和
本研究では， 含水した多孔質断 熱材として， グラスウール， ロックウールおよび石こうボードを使
-80一
用して， 常温域における水蒸気拡散をともなった有効 熱伝導率を定常比較法を用いて測定し， 温度と
有効 熱伝導率， 含水率と有効 熱伝導率の関係を明確にした。 また， この場合， 水蒸気拡散に関する 多
孔質内部の抵抗係数を検討し， さらに， ある程度の温度勾配範囲で， 実験結果の実用性の検討も行っ
た。
非定常熱線法による直交異方性固体の熱伝導率の測定
竹 中 利 一
本報告では， 非定常 熱線法を異方性物質の 熱伝導率測定に まで拡張することを目的として， 熱源を
直交異方性固体の主伝導軸に遣いたときに測定される 熱伝導率から その物質の主伝導率を求める方法，




中 川 賢 治
静圧気体軸受の動特性におよぼす気体の慣性力の影響に関する 従来の研究は， 軸受すき ま内の気体














保 里 忠 孝
中心軸の まわりに一定角速度で 回転する正方形管内を流れる層流のナビエ ・ ストークスの方程式を




松 本 圭 司
熱線風速計を用いて， 壁面近傍の風速を測定する場合， 壁面と 熱線サポート部の影響により， 実際
の風速より 大きい干渉された風速を測定することになる。 そこで 本研究は， サポート部を円柱に置き





高 辻 則 夫
本研究は， 6063合金の均一押出しのできる型設計を目的としており， 特に工夫して製作した分割式
押出ダイスを用いて， 定常押出時における押出材の先端流出形状を観察することができた。 そして板
材の波うちゃねじれなどの原因となる不均 一なメタルフ ローを解消し， 肉厚一定な軸対称、および非軸
対称、の板材の部分流出速度が等しく押出せるベアリング形状の設計と その実験式を求めた。
研削残留応力におよぽす球状化セメンタイトの大きさの影響について
室 山 誠 一
層状組織の炭素鋼に発生する研削残留応力については多くの研究がある。 本研究では球状化したセ
メンタイトの 大きさが研削残留応力に与える影響について調べると共に， 層状組織と球状化組織にお






















る。 本研究では， 低 回転速度領域で操作される水平 回転円錐型容器内粒子の軸方向偏析現象を 混合粒
子の連続分粒操作に適用し， その分離機構と操作条件について 検討した。 また， 同容器の連続分粒特




石 井 徹 郎
Alと A g との聞にサンドイツチされたクロロフィルa の単分子累積膜及び分子集合薄膜は， かなり





岩 黒 弘 明
III一羽族化合物半導体GaSeの室温酸化及び 熱酸化過程における生成酸化層をXPS を用いて解析し
た。 欠陥の少いGaSe勢開面では， 室温酸素雰囲気 中に長時間保っても酸化は認められず， きわめて
安定である。 しかし， A/エッチンク"{�のGaSe面はGa -richとなり， すみやかに酸化される。 熱酸化




是 松 次 郎
金とアルミ電極問にメタルフリーフタロシアニン， 銅フタロシアニン， シリコンブタロシアニンを
はさんだサンドイ、ソチ型セルを作成し その 光起電力効果などの測定を行った。 得られた起電力は， お







比較して確率法 (ベイズ決定法 )の識別能力が十分高いことを， シミュレーションにより確かめた，
基 本的な分布の カテゴリー集合の確率法による期待誤り率を理論的に求め， シミュレーション実 験の
結果とよく合うことを確認した。 さらに， 期待誤り率は その値が小さいとき， カテゴリー数に比例す
るという一般的性質を理論的に明らかにした。
希土類フタロシアニン固体ECセルの研究
星 野 孝 志
E Cセルとは加えられた 電界 または 電流によって物質が可逆的に 光吸収の 変化する装置で， その物
質として 本研究では希土類フタ ロシアニンを用いて その 電気 光学的性質を研究した。 チッソ製の材料
の 光学的 同程をし， 真空蒸着でフタ ロシアニンの薄膜を作製し， 溶液型セル， ハイド ロンによる固体
化セルを作製しE C特性を調べた。 ハイド ロンによる有機物 国体化セルはE Cセルとして初めての試
みである。 結果は繰返し動作10万回程度であった。 その原因はセル 中に 含有する水分の枯渇と 電極の
劣化によるものであることが明らかとなった。
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